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発達障害のある子どもの支援に学ぶ

しつけのイロハ ⑪

中学生が近づき、思春期や反抗期がくると、身体の成長に心の成長が追い

つかず、ちょっとしたことで有頂天になったり深く傷ついたりします。また、

異性や性への関心が高まる、自我が強まり親や教師がうっとうしくなる、秘

密をもつ等、成長という変化の中で心が最も不安定になります。発達障害の

ある子どもにとっても、この時期をうまく過ごすことが、重要になります。

思春期は親離れのとき

子どもが言うことを聞かなくなっても、いたずらに動揺したり抑えつけた

りする必要はありません。子どもの自立や親離れが始まった証拠です。むや

みに干渉し過ぎず、子どもの力を信じてあたたかく見守りましょう。

しかし、それは腫れ物にさわるような接し方とは違います。冷静に子ども

の姿を見つめ、常に会話を重ね、成長をともに喜ぶ努力をしましょう。

との関係：中学校になると、親はいつも子どもの近くにいて手を差し

伸べてあげる存在から、子どもの成長を信じ見守る存在へと、関係が変

化していきます。今のうちから、注意をしたり、あれこれ手を出したりする

ばかりでなく、子ども自身が自分で決めて、責任をもってやってみる経験を

増やしていきます。また、ゆっくりと話をする時間をもち、ときには助言を

したり相談に乗ったりして、信頼関係を築いていく時期でもあります。子ど

もとしてばかりでなく、同じ大人としての扱いをしていくことが必要です。

達との関係：中学生になると、友達関係の幅も広がります。先輩との

関係も生まれます。友達とのつき合い方に難しさを感じ、悩む時期です。

しかし、友達とのさまざまな経験が、自分を見つめ直し、大きな成長のきっ

かけとなります。よい友達をつくるには、本音を語り、ときにはよきライバ

ルとなったり悪いところは指摘したりして、お互いの成長

を助け合うことです。友達のよさを認め、身近な目標とす

ることができるようになると、人間関係も円滑になります。

分との関係：自意識が著しく発達する時期になりま

す。「人の目から見える自分」を気にかけ、はにかみ

や、ときには悪ぶりも見られるようになります。そんなと

き「自分はやっぱり認められている」と思えるように、声をかけてあげてく

ださい。自分としっかり向き合い、自分を高めていってほしいものです。
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